


    悩み

     治るか否かで、本人と家族の理解度が違い、かっとうがあった。 


    助言

    
              【お互いの気持ちに配慮しながら、共通の理解や納得が得られるように】




  
  一番身近にいるご家族との葛藤は、双方にとってつらいことです。お互いがお互いを大切に思いながら、ずれや葛藤が生じている状況であれば、よけいにつらさは増してしまうかもしれません。
まず、ご本人とご家族が一緒に、もう一度担当医から病気や治療について説明してもらうことから始める必要があります。人から聞いた話の場合、聞き漏らしがあったり、聞いた人の解釈が入ったりしやすいものです。患者さんの病気や治療について、患者さんとご家族が、同じ理解、そして納得ができるように担当医にわからない点や疑問な点を確認しながら、説明してもらいましょう。そこから、今後のことを一緒に考えていける時間が始まってくると思います。
ただ、病気の状況が厳しい場合など、理解や納得しようとしても、こころがその状況についていけず、こころの防衛反応として無意識にその事実を否定してしまう場合があります。こういう時には、何度説明を受けても理解できないようにみえるかもしれません。焦らずこころが落ち着いてくるまで見守っていく姿勢が大切です。
情報を共有するだけではなく、その情報に伴う気持ち（こころ）も共有できるようにしていくには、時間が必要です。
がんの治療の目的には、『治すための治療（治癒をめざした治療）』と『がんとできるだけうまくつき合っていく治療』があります。
転移している状況でがんが見つかったり、がんの再発や転移がわかったりした場合、治療の目的は『がんとできるだけうまくつき合っていく治療』です。このようなとき、患者さんやご家族は、医師から治療の説明を受けるなかで、『がんとできるだけうまくつき合っていく治療』ではなく、『治すための治療（治癒をめざした治療）ではない治療』という否定的な意味合いを感じ、強いショックや動揺を受けることがあります。ただ、『がんとできるだけうまくつき合っていく治療』というのは、決して後ろ向きの治療でもないし、意味がない治療という訳でもありません。
患者さんの生活の質（QOL）を大切にし、生活の質を維持しながら、がんの進行をできるだけ抑えたり、がんに伴うつらさをやわらげたりする治療を行っていくのです。現在は、新しい治療薬もいろいろ開発され使われてくるようになって、症状をコントロールしながら長期間の生存も可能になってきています。
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